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元データ（CAD）や紙図面等からもデータ・モデル化して活用できます。また、クラウドだけ

なくオンプレミスニーズにも随時対応していく予定です。 

 

3 社は、今回のサービスに LCC※3 データ等の AI 分析システムを融合させることで、バーチャ

ル上で建物の将来予測を可能にする「建築のデジタルツイン・サービス」を開発していく予定で、

今回はその第一ステップと捉えています。今後も建築投資の適正化等のコンサルティング技術に

ついて、アライアンスパートナとして発注者の多様なニーズに応えていきます。 

 

【サービス提供イメージ】 

 

今回のリリースに伴い、詳細をWebセミナーでご紹介いたします。ぜひご覧ください。 

 

【Webセミナー】 

 

日時： 6月 27日水曜日 17時開始  

タイトル： 業界初！ICTによる施設マネジメント・ワンストップサービスを徹底解説  

 ICTを活用した次世代の施設マネジメント手法のノウハウ・ドゥハウ  

 

URL：https://tobim.net/event/webinar/index20180627.html 

※1：IoT / Internet of Things モノのインターネット 

※2：「パノラマmemo」  360°パノラマ写真を活用した施設（現場）情報共有システム。株式会社安井

ファシリティーズが開発・販売  

※3：LCC / Life Cycle Cost 企画・設計・建設から解体・廃棄するまで、建築物の全生涯に要する費用。

光熱水費、修繕・改修費など、ランニングコストや維持管理費が大きなウエートを占める 

 

 

■本サービスに関するお問合せ先 

 株式会社安井建築設計事務所 ビジネス創造本部 加藤政弘 TEL 03-3261-1152 

■本件に関するお問い合わせ 

株式会社安井建築設計事務所 広報部 TEL 03-3261-5101  


